
 

静岡・浙江環保産業協力フォーラム 
MIJBC（Made in Japan by China）による共同事業の可能性 

 

事業名称 2015 静岡・浙江環保産業協力フォーラム＜MIJBC 共同事業の可能性＞ 

開催日時 12 月 16 日（水）13:30～16:45 ※開場 13:00 

会  場 静岡県庁本館 4F（特別会議室）  

 

主催団体 静岡県牧之原市・静岡県議会日中友好議員連盟・静岡県日中友好協会 

一般社団法人静岡県環境資源協会・NPO 法人日中環境経済センター 

 

協  力 静岡県環境ビジネス協議会・静岡県立大学グローバル地域センター・静岡もの 

づくり未来応援団・浙江省環境保護科学設計研究院・浙江省環保産業協会・浙 

江省対外科学技術交流中心・緑足低炭企業同盟・緑色浙江 

後  援 静岡県・浙江省人民対外友好協会 

特別後援 一般社団法人日本浙江総商会・杭州東忠集団  

参加協力 静岡県産業廃棄物協会・静岡県水処理協会・静岡県技術士協会・NPO 法人静岡 

県新エネルギー推進機構・NPO 法人静岡県バイオマス利活用ネットワーク・ 

NPO 法人静岡ビジネスサポートセンター・JETRO 静岡 

招  聘 浙江省環保産業視察団（上記の協力団体が組織するフォーラム参加団） 

 

内  容 基調提案：浙江省の解決すべき環境課題（浙江省環境保護科学設計研究院） 

     基調提案：浙江省が必要とする環境技術（浙江省環保産業協会） 

          提  案：MIJBC 共同事業の可能性（静岡県日中友好協会） 

     報  告：静岡・浙江環境事業 10 年間（NPO 法人日中環境経済センター） 

     交  流：意見交換・マッチング・その他  ※上記は予定 

募集人員 100 名（日本側は先着 80 名まで） 

問い合せ 細美（携帯 09034559600）・中澤（携帯 07026164227） 

 

申込方法 上記の主催団体（宛）へ参加申込書（別紙）をご提出下さい。 

姓名、企業名（団体名）、連絡先を下記メールへお送りいただいても結構です。 

ただし、日本側参加者の定員は先着 80 名までとさせていただきます。 

申込み先 E メール：jceco21@xitong.net 



 

「静岡・浙江環保産業協力フォーラム」開催背景 

中国の環境問題を MIJBC 構想から共同で考える 

 

 中国は海外投資を加速させています。2015 年、中国の外国投資額（2014 年の中国の

対外直接投資額は 1,200 億ドル約 13.7 兆円）は、海外からの中国への投資額を年間ベー

スで上回ると予想されています。対外投資により経済の実力を高度化する方針であり、投

資許認可手続きを簡素化する方針も打ち出しました。 

現状では、アジア・アフリカ・新興国への政府及び政府系国有企業によるインフラ投資

（一帯一路と AIIB）が中心ではあるが、やがて「先進技術」を求め、民間企業の海外投資

が促進されると思われます。 

アジア経済（中国はモノの貿易で世界一）が世界の 50%を占めている今日、日本は、古

い経済ビィジョンに縛られ、アジア（中国）への企業シフトが惰性のように続いており、

中国は、「世界の工場」（中国企業の平均寿命は 3 年）から「イノベーション主導型経済」

に転換し始めています。 

中国はこれまで国内の技術開発より海外技術の模倣に依存したため、革新的な技術的成

果を上げる体系が整わないまま、世界の工場へと発展してきました。中国経済構造改革の

課題は、①先進技術の開発など産業の高度化、②製品やサービスの品質の向上、③環境問

題の解決とエネルギー効率（省エネ化）を高めること、が重要であり、日本への潜在的期

待が高まることになると思われます。そのことは現状では「訪日による人の流れ」「安全・

安心の Made in Japan 製品の購入」等に表れているが、必要とされることは、生産性の

向上と高付加価値製品製造のための技術です。 

 政府・国有企業のアジア・アフリカ・新興国への政策的インフラ投資だけでなく、まも

なく始まると思われる民間企業の海外投資は、「技術」獲得を目的とした投資となると予想

され、高付加価値化、生産効率化、老齢化対策には日本の技術が必要とされます。新農業

（水耕・LED・食材等）、介護健康福祉産業、環境技術の育成等、中国がかかえる問題（環

境・安全・介護・サービス・ノウハウ・価値・効率、等）を解決するために日本企業は共

同ビジネスを促進すべきであろう。 

当「MIJBC 構想」事業は、中国から静岡県へ投資ファンドを誘致し、「共同ものづくり」

拠点建設の可能性を検討するものです。中国の海外投資ファンドを活用し、①日本への投

資、②生産マッチング、③「Made in Japan by China」製造化による中国（アジア）消

費市場への輸出販売の可能性を検討するものです。 

このたびの「静岡・浙江環保産業協力事業フォーラム」開催は、中国浙江省がかかえる

環境問題を、「MIJBC（Made in Japan by China）構想」の視点から日中共同の協力関

係を検討することを一つの課題としています。 

 

� MIJBC（Made in Japan by China）構想 http://www.xitong.net/mijbc/pdf006 


